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6月6日（金）16時から第２回イブニング技術交流
サロンがカナルパークホテル富山（富山市）で開催さ
れました。話題は大学院理工学研究部（理学）島田亙
准教授による「クラスレートハイドレートの物性と応
用」と題するものと，同（工学）豊岡尚樹教授による「ト
ランスレーショナル・リサーチによる創薬研究」につ
いてでした。前者では，本号にも掲載のメタンハイド
レートの特異な性質について解説されました。後者で
は，新規医薬品の開発にコンピュータを用いて，候補
化合物の設計，活性評価，有機合成化学による構造の
最適化を行い，これまで数種類の有望な新規化合物を
見出した例を紹介されました。本サロンには学外から
８名の参加がありました。なお，本サロンに参加され
た㈱インテック　制御・プラットフォーム事業部営
業部長 高木繁則氏より同社データセンター（高岡市，
富山市）の見学会が提案され，後日（7月18日（金）），
本サロン参加者や富山大学産学交流振興会会員企業か
ら17名の参加を得て，最新鋭の施設と設備を見学し
ました。
8月1日（金）16時から第３回イブニング技術交流
サロンが同カナルパークホテル富山（富山市）で開催
されました。今回は経済学部坂　幸夫教授による「中
国人技能実習生の日本からの離脱とインドネシア人技
能実習生」と題するものと，大学院医学薬学研究部（薬
学）今中常雄教授による「難病ならびに熱帯感染症を
ターゲットにした治療薬の開発」と題する話題提供で
した。前者では，中国人技能実習生の帰国動向と富山
県内在住者の生活実態を調査した結果が紹介されまし
た。また，増大しつつあるインドネシア人技能実習生
の宗教的特性と今後の課題についても紹介されました。
後者では，難病や熱帯感染症対策に疾患と関わるタン
パク質や原虫の成育に必須のタンパク質を標的とした
化合物スクリーニングのハイスループットアッセイ系
を構築し，シーズ化合物を探索している研究の紹介で
した。話題提供の後に交流会が開かれ，冷えたビール
を片手に和やかな交流会が行なわれました。本サロン
には学外から10名の参加がありました。
トピックス
第２回，第３回イブニング技術交流サロンが開催される
では，各地への時間距離・交通事情の悪さは存在して
いますが，それを打破する知恵と力を日本海側の各企
業は持っていたと思います。道路事情も良くなり，新
幹線整備も進んでいますが，日本海側のハンディを乗
り越える知恵と力は今からこそ必要であり，それには
各企業の努力はもちろん，産学あるいは官も含めた連
携した力の結集が重要と考えます。その中心的存在と
しての富山大学であって頂きたいと考えます。北陸発
の技術発信・技術連携なくして，現在の，そしてこれ
からも続く難局を乗り越えることはできないと思いま
す。県外企業ではありますが，今後共よろしくお願い
致します。
